
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
の
一
用
法

来
　
　
田

隆

目

　

　

次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
御
成
敗
式
目
に
於
け
る
「
令
」
の
用
例

三
、
文
構
造
か
ら
見
た
「
令
」
の
用
法

四
、
「
令
」
の
意
味

五
、
鎚
東
の
諸
説
と
の
関
わ
り
と
今
後
の
課
題

一
、
問
題
の
所
在

中
世
に
於
け
る
シ
ム
（
令
）
の
用
法
に
は
、
使
役
と
も
尊
敬
と
も
解
し
得
な
い
も
の
が
あ
り
、
従
来
、
そ
の
よ
う
な
シ
ム
（
令
）
は
、
一
般
に

は
謙
譲
を
表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
シ
ム
（
令
）
が
多
用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、
法
文
類
（
就
中
、
親
鸞
の
述
作
）
、
平
家
物
語
、

そ
れ
に
和
化
渡
文
文
献
で
あ
る
。

親
鸞
の
述
作
（
三
帖
和
讃
）
中
の
シ
ム
に
、
使
役
、
尊
敬
以
外
の
特
殊
な
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
早
く
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
榎
克
明
氏
で
、

（1）

氏
は
、
そ
れ
を
「
み
ず
か
ら
を
し
て
何
々
せ
し
め
る
」
意
の
「
再
帰
的
用
法
」
と
説
か
れ
た
。
中
川
浩
文
民
、
片
岡
了
氏
も
ま
た
、
親
鸞
の
三
帖

和
讃
の
シ
ム
を
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
中
川
氏
は
、
使
役
、
尊
敬
に
解
せ
ぬ
シ
ム
を
、
動
作
主
の
人
称
に
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
謙
譲
と
さ
れ
て

和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
の
一
用
法
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九
六

（2）
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
片
岡
氏
は
、
使
役
、
尊
敬
、
謙
譲
に
三
分
類
さ
れ
る
点
で
は
中
川
氏
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
が
、
二
人
称
、
三
人
称
を
動

（3）

作
主
と
す
る
動
詞
に
接
続
す
る
シ
ム
は
謙
譲
と
は
解
し
得
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
丁
寧
を
表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。

平
家
物
語
や
和
化
漢
文
文
献
に
見
ら
れ
る
シ
ム
（
令
）
の
用
法
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
言
及
を
さ
れ
た
の
は
森
野
宗
明
氏
で
あ
る
。
氏
は
、

平
家
物
語
の
シ
ム
の
中
に
、
二
人
称
、
三
人
称
を
動
作
主
と
す
る
動
詞
に
接
続
し
、
謙
譲
を
表
わ
す
と
解
す
べ
き
例
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
、
和
化
漢
文
文
献
や
古
文
書
か
ら
、
類
例
を
二
三
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
シ
ム
（
令
）
を
、
「
被
支
配
待
遇
的
な
表
現
」
と
説
か

れ
た
。
更
に
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
待
遇
表
現
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
た
な
い
「
令
」
も
和
化
漢
文
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
た

（4）

の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
例
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
藤
政
美
氏
は
、
森
野
氏
の
所
論
を
受
け
て
、
平
家
物
語
の
シ
ム
仝
例
を
調
査
さ
れ
、
使
役
、
尊
敬
、
謙
譲
の
三
類
に
分
け
ら
れ
、
森
野
氏
の

「
被
支
配
待
遇
的
な
表
現
」
の
シ
ム
と
、
H
侯
フ
と
共
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
単
独
で
謙
譲
を
表
わ
す
シ
ム
と
が
、
牒
状
、
返
朕
等
の
、
書

（5）

状
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
偏
在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

和
化
漢
文
の
「
令
」
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
主
と
し
て
吾
妻
鏡
を
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
青
木
孝
氏
は
、
吾
妻
鏡
の
「
令
」

の
用
法
を
、
使
役
、
尊
敬
、
謙
譲
の
三
類
に
分
け
ら
れ
、
謙
譲
の
用
法
の
う
ち
、
二
人
称
を
動
作
主
と
す
る
動
詞
に
接
続
す
る
も
の
は
「
尊
大

（6）

語
」
と
説
か
れ
た
。
同
じ
く
吾
妻
鏡
（
及
び
御
成
敗
式
目
）
の
「
令
」
を
考
察
さ
れ
た
松
下
貞
三
氏
は
、
使
役
、
尊
敬
、
謙
譲
の
三
類
の
他
、
「
丁

寧
語
」
「
意
志
ま
た
は
可
能
近
似
」
等
に
分
類
さ
れ
た
。
氏
の
説
か
れ
る
使
役
は
複
雑
で
、
更
に
「
受
身
近
似
」
「
可
能
ま
た
は
放
任
近
似
」
「
な

（7）

り
ゆ
き
・
有
様
・
継
続
」
「
完
了
」
等
六
類
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
青
木
氏
の
分
類
と
松
下
氏
の
そ
れ
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

．

－

ト

キ

シ

メ

　

タ

ミ

セ

カ

ケ

チ

カ

ニ

　

ツ

ル

　

ィ

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

ト

モ

ガ

ラ

コ

ウ

ク

ワ

イ

シ

ケ

ス

ト

　

タ

マ

シ

イ

ヲ

①
干
レ
時
令
レ
与
二
景
親
へ
奉
レ
射
二
源
家
一
之
輩
、
後
悔
　
鎖
r
魂
　
云
〝
（
治
承
四
年
十
月
十
八
日
　
寛
永
版
本
に
依
る
。
以
下
同
。
）

を
、
青
木
氏
は
「
景
親
の
仲
間
を
致
し
」
の
意
で
、
「
源
家
」
へ
の
謙
譲
の
意
を
表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
松
下
氏
は
①
と
ほ
ほ

同
意
の
、



ノ

　

　

　

　

　

　

イ

セ

カ

ゲ

チ

カ

テ

コ

ト

ニ

7

ラ

ハ

ス

ノ

　

　

ヲ

　

ダ

②
宥
「
橋
l
A
P
戦
i
．
之
「
・
時
、
令
レ
同
豊
風
景
親
－
殊
現
二
　
無
－
道
一
之
問
（
治
承
四
年
十
一
月
十
二
日
）

を
例
示
さ
れ
、
こ
れ
を
使
役
の
う
ち
の
「
許
可
ま
た
は
放
任
」
を
表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

．

テ

　

　

　

ス

ト

ゲ

　

　

ヲ

メ

ハ

　

　

　

セ

　

　

ン

　

ノ

ミ

メ

カ

　

ヤ

⑨
帝
、
今
－
度
不
レ
遂
二
合
－
戦
一
命
二
帰
－
洛
壷
、
有
二
何
眉
－
目
一
哉
（
文
治
元
年
二
月
十
四
日
）

は
、
範
頼
を
叱
汰
激
励
す
る
頼
朝
の
手
紙
の
一
節
で
あ
る
が
、
青
木
氏
は
こ
れ
萱
一
人
称
を
動
作
主
と
す
る
動
詞
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

尊
大
の
用
法
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
松
下
氏
は
、
「
将
来
も
し
帰
洛
し
て
し
ま
え
ば
」
の
意
で
あ
っ
て
、
使
役
で
「
未
来
完
了
」
を

表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
る
秒
で
あ
る
。
両
者
の
敵
酷
は
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
青
木
氏

は
、
使
役
、
尊
敬
と
解
さ
l
れ
ぬ
「
令
」
を
、
二
律
に
謙
譲
（
尊
大
）
あ
る
い
は
丁
寧
と
い
っ
た
待
遇
表
現
に
関
わ
る
も
の
と
結
び
つ
け
て
考
え
て

お
ら
れ
る
点
1
ま
た
松
下
氏
は
、
使
役
（
相
）
と
完
了
（
時
制
）
と
を
同
一
レ
ベ
ル
の
概
念
と
し
て
扱
っ
て
お
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
ス
・

サ
ス
と
の
関
連
に
於
い
て
、
シ
ム
（
令
）
が
単
独
で
尊
敬
あ
る
い
は
謙
譲
を
表
わ
し
得
る
か
香
か
（
前
掲
の
諸
先
学
は
、
榎
氏
を
除
い
て
、
尊
敬
と
謙

譲
と
の
い
ず
れ
か
、
又
は
両
方
と
も
に
、
単
独
用
法
を
認
め
て
お
ら
れ
る
）
も
再
検
討
を
要
す
る
事
柄
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
特
殊
な
用
法
の
シ
ム
（
令
）
が
多
く
用
い
ら
れ
七
い
る
文
献
は
、
親
幣
の
述
作
を
除
け
ば
、
和
化
漢
文
か
、
そ
れ
に
関
係
の
深

い
文
献
で
あ
る
。
親
鸞
の
述
作
は
、
榎
氏
の
説
か
れ
る
如
く
、
親
鸞
特
有
の
思
想
・
世
界
観
に
よ
っ
て
、
極
め
て
個
性
的
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
殊
な
用
法
の
シ
ム
（
令
「
を
児
明
す
逐
た
め
に
は
、
ま
ず
は
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
：
の
用
法
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

国
語
史
研
究
上
、
和
化
漢
文
文
献
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
困
難
重
ら
し
め
て
事
る
の
痔
、
そ
の
文
献
の
成
立
時
で
の
訓
読
を
再
構
成
す
る
七
と

が
容
易
で
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
数
な
・
が
ら
、
訓
点
の
付
さ
れ
た
文
献
も
伝
存
し
て
い
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、

そ
の
一
文
献
た
る
御
成
敗
式
目
で
あ
る
。
本
書
は
法
令
集
と
い
う
特
殊
性
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
分
量
艦
比
も
て
、
問
題
の
「
令
」
の
使
用
が

豊
か
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
カ
ナ
抄
も
伝
存
．
し
て
い
て
、
内
容
理
解
上
有
益
で
あ
る
。

和
北
嶺
文
に
於
骨
や
「
令
」
の
義
法
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時
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研
　
究

こ
、
御
成
敗
式
目
に
於
け
る
「
令
」
の
用
例

現
存
す
る
御
成
敗
式
目
の
中
で
、
書
写
年
の
明
確
な
最
古
の
写
本
は
、
「
康
永
二
（
二
二
四
三
）
年
三
月
於
高
辻
富
小
路
宿
所
書
写
之
託
」
の
書

写
識
語
を
有
す
る
、
平
林
治
徳
氏
蔵
本
で
あ
り
、
書
写
と
同
時
期
と
見
ら
れ
る
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
五
十
一
条
と
評
定
衆
の
起
請

文
に
続
い
て
、
嘉
禎
三
年
以
降
の
九
条
の
追
加
を
記
し
て
い
る
が
、
追
加
さ
れ
た
条
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
九

（
8
）

条
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

本
書
に
は
「
令
」
が
全
三
十
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
使
役
を
「
人
を
し
て
あ
る
動
作
・
行
為
を
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
」
と
す

る
と
、
使
役
の
「
令
」
は
次
に
掲
げ
る
八
例
で
あ
る
。

カ
ヽ
ヘ
ヲ

④
君
於
二
拘
悟
者
且
令
㌢
入
コ
部
守
護
使
】
且
可
改
－
補
地
頭
代
一
也
（
第
3
2
条
）

シ
ー
テ
ヲ
ヲ
ノ
ヲ

⑧
但
盗
皐
専
用
】
不
レ
勤
二
其
役
乏
聾
者
早
可
レ
剣
二
改
易
二
彼
－
職
奏
（
第
2
条
）

シ
テ
．
．
．
一
．
．
1
一
l

⑥
次
以
名
主
職
不
㌢
令
知
二
本
所
－
寄
－
付
権
門
一
事
（
第
加
条
）

⑦
次
放
火
人
事
准
コ
拠
盗
賎
－
宜
倒
桑
過
失
（
第
3
3
条
）

メ
ヲ
ク
1
．
．
一
．
1

⑧
早
注
二

l
進
其
旨
】
宜
レ
合
法
琴
一
裁
－
断
一
（
第
4
条
）

⑨
彷
於
二
押
債
物
】
者
可
レ
争l
丸
－
返
壷
所
l
債
】
者
可
被
二
没
収
l
也
（
夢
4
3
粂
）

オ
ノ
⑲
親
父
存
日
縦
成
二
優
如
之
儀
一
雌
r
不
レ
宛
t
森
〔
役
〕
】
宕
傍
挿
入
》
逝
去
之
者
允
可
リ
剣
一
催
勤
（
第
2
5
条
）

ヲ
ー
マ
シ
コ
ウ
ヲ

⑪
右
其
親
以
こ
成
人
子
－
令
吹
挙
之
間
励
二
勒
厚
之
忠
一
積
二
労
功
一
之
処
（
以
下
略
）
（
舞
2
2
条
）

右
は
使
役
と
解
し
得
る
「
令
」
で
あ
る
が
、
他
の
「
令
」
は
使
役
と
は
解
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
十
八
条
は
次
の
如
く
で
あ

る
。ヲ

一
四
八
．
売
コ
買
所
領
】
事



ヲ
レ
ル
】
一
ノ
一

右
以
こ
相
伝
之
私
l
学
要
用
之
時
令
l
こ
清
却
義
足
／
法
也
而
或
翠
姦
功
義
倣
二
勤
労
】
学
別
御
恩
一
之
／
輩
盗
争

l
一
売
買
乏
条
所
行
之
旨

カ
ニ
ー

非
㌢
無
こ
其
科
／
自
－
今
以
l
後
憶
可
坂
二
停
－
止
屯
若
背
二
制
－
符
】
倒
一
拍
－
却
ン
者
云
売
人
云
買
入
共
以
可
誌
罪
科
奏

本
条
に
用
い
ら
れ
て
い
る
三
例
の
「
令
」
は
、
い
ず
れ
も
使
役
と
は
解
し
得
な
い
。
し
か
ら
ば
尊
敬
あ
る
い
は
謙
譲
か
と
い
う
に
、
そ
の
よ
う

な
解
釈
も
成
り
立
た
な
い
。
本
書
の
カ
ナ
抄
の
一
た
る
清
原
業
忠
の
貞
永
式
目
聞
書
に
お
い
て
も
次
の
如
く
注
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
十
八
売
－
所
餞
ヲ
ウ
リ
カ
ウ
事
ソ
、

右
」
是
二
不
審
ア
リ
（
中
略
）
而
－
別
ノ
就
二
勲
功
一
撃
又
奉
公
ノ
勤
労
ニ
ヨ
ツ
テ
給
ル
所
領
ハ
家
者
也
、
有
…
ハ
功
姶
ル
、
又
有
影
召
上

ラ
ル
者
也
、
然
ヲ
我
物
ト
ノ
活
計
二
売
買
ス
ル
「
ハ
罪
過
也
、
制
符
ハ
式
条
也
、
法
度
ノ
引
付
也
、
此
式
目
二
背
テ
清
却
セ
ハ
、
両
人
共
二
同

（
9
）

罪
ソ
、

本
書
の
「
令
」
の
大
多
数
は
、
右
の
如
き
、
使
役
と
も
尊
敬
、
謙
譲
と
も
解
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
次
下
に
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
。

（
紆
）

⑲
猶
令
l
r
違
l
犯
著
者
可
r
被
r
処
レ
罪
－
科
焉
（
算
4
条
）

ヲ
ー
⑲
旦
ハ
披
羅
被
㌢
催
㌢
之
時
不
レ
遂
二
参
決
薗
令
二
張
行
壷
同
又
可
y
被
召
二
主
人
之
所
帯
二
算
1

4
条
）

シ
コ
ウ
テ
ナ
ツ
ム
コ
ト
～
イ
キ
ム
ヲ
ヲ

⑲
雛
r
為
二
関
東
紙
侯
之
女
房
姦
勿
迄
こ
殿
中
平
均
之
公
事
直
上
於
レ
争

l
麺
渋
一
者
不
竃
知
コ
行
所
領
恵
（
算
2
5
条
）

⑲
猶
背
此
⊥
目
令
l
r
難
－
渋
者
可
レ
被
レ
改
レ
所
－
職
也
（
第
5
条
）

一
ノ
ー
テ
一
ハ
フ
キ

⑲
右
於
所
領
嘉
譲
二
彼
女
子
一
難
レ
争

l
泰
別
芸
蔓
公
事
嘉
随
二
其
分
限
高
芦
被
二
省
l
宛
一
也
（
欝
2
5
条
）

⑲
右
其
子
錐
令
l
見
存
至
r
令
二
悔
還
嘉
有
何
妨
哉
（
第
2
0
粂
）

⑲
次
若
欲
奪
人
之
所
職
宕
為
レ
取
二
人
財
宝
姦
到
敷
苦
衷
〔
父
〕
若
傍
補
入
》
不
知
之
由
在
－
状
分
明
者
不
肯
処
二
縁
坐
嘉
（
第
1
0
条
「
合
」
異

（
1
0
）

本
に
「
企
」
）

ヘ
ル
ヲ

⑲
奉
行
大
君
剣
一
緩
怠
走
経
こ
廿
ケ
日
】
者
於
二
庭
中
一
可
r
申
r
之
二
第
2
9
粂
）

ニ⑳
若
背
こ
制
－
符
呑
l
ニ
轄
l
却
義
云
売
人
云
買
入
共
以
可
㌢
処
罪
科
奏
（
前
掲
第
4
8
粂
）

和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
1
の
一
用
法



鎌
　
倉
　
時
　
代
．
語
！
研
、
究

㊥
葛
儲
レ
〓
苧
存
曲
折
一
於
到
轟
乱
一
之
者
梵
天
帝
釈
周
大
天
与
（
以
下
略
）
（
起
請
文
　
「
於
」
異
本
に
無
し
）

ヲ

　

　

シ

テ

　

　

　

　

　

　

一

】

ム

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

㊨
不
レ
決
r
実
l
否
衰
㌢
乳
二
軽
－
重
森
称
二
罪
科
之
跡
私
令
二
役
t
収
一
之
条
理
－
不
－
尽
抄
】
汰
甚
自
－
由
之
紆
謀
也
（
第
4
条
）

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

ノ

　

　

ー

⑳
而
或
碁
二
勲
功
】
或
依
二
勤
労
一
預
二
別
御
恩
】
之
輩
次
心
剣
t
売
買
一
之
条
所
行
之
旨
（
以
下
略
）
　
（
前
掲
第
4
8
灸
）

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

⑳
而
忽
忘
二
貞
心
－
郵
政
－
嫁
嘉
以
下
所
二
得
乏
領
地
上
可
苑
子
給
亡
夫
之
子
息
一
人
第
2
4
姦
）

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

ル

⑳
右
以
二
相
伝
之
私
⊥
硯
奏
用
之
時
剣
詰
登
者
定
　
法
也
（
前
掲
算
4
8
条
）

ヲ

　

　

　

　

　

テ

イ

　

l

⑳
恒
－
例
之
祭
祀
不
r
致
レ
陵
夷
一
如
－
在
之
礼
莫
勿
r
令
二
台
で
慢
「
（
第
1
粂
「

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ニ

㊨
又
西
国
住
人
等
雄
為
子
一
人
参
京
方
住
国
之
父
子
不
可
遁
其
過
】
雄
レ
不
二
同
道
一
俵
′
令
二
同
心
一
也
（
第
1
7
条
）

テ

ウ

　

　

　

　

テ

ウ

キ

ト

ー

ル

⑳
一
百
姓
逃
散
時
称
こ
逃
毀
】
令
二
損
亡
l
事
（
第
4
2
条
）

⑳⑲＠

得
譲
状
後
其
子
先
干
父
母
倒
死
去
跡
事
（
第
2
0
条
）

ノ

　

　

　

ヲ

譲
二
l
得
夫
所
領
▼
】
後
家
部
数
－
嫁
－
事
（
罪
2
4
粂
）

諸
国
地
j
頭
朝
レ
抑
】
留
二
年
⊥
頁
所
」
当
】
事
．
（
第
5
条
）

ス
ト

㊥
＝
一
雄
‰
甲
一
御
－
下
－
文
一
不
レ
剣
レ
知
－
行
経
レ
年
－
序
所
－
領
事
（
第
8
条
）

㊥
右
其
子
雌
令
兄
存
至
㌢
倒
一
悔
還
一
着
有
何
妨
哉
二
第
2
0
条
　
異
本
に
「
令
」
無
し
）

ヲ

　

ク

、

　

ノ

、

、

：

一

　

　

ヲ

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ヨ

ハ

㊥
而
近
－
年
以
降
企
二
自
由
之
望
元
三
膏
背
二
　
禁
制
違
令
リ
及
二
喧
椛
該
（
第
3
7
条
㌦
及
」
の
左
傍
に
異
筆
で
「
零
」
）

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

一

㊥
事
私
l
物
雑
；
具
井
所
t
従
牛
鳥
等
畜
新
司
不
及
抑
1
留
】
況
制
レ
与
二
恥
－
辱
一
前
司
者
可
レ
被
レ
処
二
別
過
怠
一
也
（
寛
4
6
条
）

（
マ
マ
）

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ル

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

カ

ム

　

　

　

　

　

　

【

　

　

　

　

　

　

ヲ

㊥
右
憑
レ
人
之
輩
被
親
－
愛
者
如
二
子
⊥
息
車
不
レ
然
者
又
如
二
郎
従
】
款
麦
彼
輩
令
レ
致
こ
忠
勤
】
之
時
本
主
感
二
其
志
｛
之
余
或
渡
二
宛
文
一

タ

（
以
下
略
）
　
（
第
1
9
条
　
「
感
」
の
下
に
異
筆
で
「
歎
」
。
カ
ム
も
異
筆
）

以
上
の
二
十
五
例
の
「
令
」
が
問
題
と
な
る
用
例
で
あ
る
。
な
お
、
他
に
一
例
存
す
る
が
、
文
意
不
明
に
う
き
、
本
稿
で
は
取
扱
い
を
保
留
す

（11）る
。



三
、
文
構
造
か
ら
見
た
「
令
」
切
用
法

前
節
に
掲
げ
た
特
殊
な
用
法
の
「
令
」
二
十
五
例
に
つ
い
て
、
接
続
す
る
動
詞
、
文
構
造
を
見
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

（12）

ま
ず
、
接
続
す
る
動
詞
を
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
和
語
動
詞
と
に
分
類
す
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。
▼

回
二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
漢
語
サ
変
動
詞
：
・
一
十
一
例
（
㊥
㊥
⑭
⑯
⑯
㊥
⑱
⑩
⑳
㊧
㊨
⑳
㊨
⑮
㊨
㊨
⑳
㊨
⑳
㊨
㊨
）

㈲
二
字
の
漢
字
で
哀
記
さ
れ
る
和
語
の
動
詞
…
：
二
例
（
㊨
）

伺
一
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
和
語
の
動
訂
…
…
三
例
（
㊨
㊥
⑳
）

接
続
す
る
動
詞
は
、
伺
二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
漢
語
サ
変
動
詞
が
全
二
十
五
例
中
、
二
一
十
一
例
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
ノ
問
題
の
「
令
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
の
構
造
を
見
る
に
、
動
詞
の
下
に
客
語
・
補
語
が
置
か
れ
て
い
る
文
と
、
そ
れ
が
置
か
れ
て
い

な
い
文
と
に
分
け
る
と
、
伺
類
の
う
ち
の
一
例
（
㊨
）
▼
と
、
同
類
の
三
例
を
例
外
と
し
て
、
他
は
す
べ
て
、
動
詞
の
下
に
客
語
・
補
語
が
置
か
れ

て
い
な
い
構
造
の
文
で
あ
る
。

問
題
の
「
令
」
と
二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
漢
語
サ
変
動
詞
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
は
、
次
の
事
実
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
に

掲
げ
る
如
く
、
二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
動
詞
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
下
に
客
語
・
補
語
が
置
か
れ
な
い
構
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
和
語
の
動

詞
の
場
合
に
は
「
令
」
が
接
続
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

㊨
如
然
之
輩
可
リ
勤
守
護
役
囲
面
縦
雄
二
望
l
申
一
（
第
3
条

㊥
但
為
扶
代
官
無
r
沓
之
由
主
人
凰
利
之
処
（
算
1
4
条
）

ヲ

⑳
次
以
二
同
役
－
収
地
一
称
二
本
領
事
珂
別
事
（
第
1
6
灸
）

サ
シ

⑲
而
国
l
人
－
等
！
差
〓
中
之
処
（
第
3
2
条
）

㊨
為
こ
奉
－
行
ト
人
之
偏
－
顕
】
由
訴
－
申
事
（
第
3
1
条
）

和
化
漢
文
に
於
搾
る
「
令
」
．
の
一
個
法

「
望
申
」
の
類
例
他
二
例
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ヲ

　

メ

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ヲ

ス

　

タ

ツ

シ

　

　

一

㊥
右
称
こ
無
－
実
一
掠
」
領
事
式
候
所
リ
推
難
脱
二
罪
科
一
（
第
4
3
条
）

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

⑲
同
悪
党
等
瑚
目
刺
之
時
者
不
－
日
可
レ
召
l
渡
守
護
所
一
也
（
第
3
2
粂
）

一
l

㊥
而
俊
二
自
然
之
運
一
遇
来
之
族
近
年
間
食
及
者
（
第
1
6
条
）

二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
和
語
の
動
詞
に
接
続
す
る
唯
一
例
外
の
㊥
（
「
令
悔
遷
」
）
の
場
合
も
、
異
本
で
は
「
令
」
が
無
く
、
ま
た
、
別
の
箇

所
で
は
、

⑯
譲
t
与
粛
領
於
女
子
後
依
r
有
二
不
和
儀
．
t
其
親
矧
適
否
事
（
第
1
8
条
）

の
如
く
、
「
令
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

二
字
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
漢
語
サ
変
動
詞
は
、
語
の
認
定
が
文
構
造
に
委
ね
ら
れ
る
和
化
渡
文
と
い
う
表
記
体
に
於
い
て
は
、
体
言
と
の
区

俳
が
紛
ら
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
下
に
客
語
な
り
補
語
な
り
が
置
か
れ
て
い
る
か
、
助
辞
類
が
動
詞
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
殊
に
体
言
と
誤
認
さ
れ
易
い
。
か
か
る
表
記
体
に
於
い
て
、
問
題
の
「
令
」
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
表
示
と
し
て
、
有
効
に
機

能
し
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
の
「
令
」
に
は
、
少
数
な
が
ら
和
語
の
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
（
㈲
伺
）
が
あ
り
、
ま
た
、
漢
語
サ
変
動
詞
で
あ
っ
て

も
、㊥

京
方
之
沓
縦
珊
瑚
（
第
1
6
粂
）

㊥
実
犯
矧
見
l
者
主
人
難
レ
遁
二
其
罪
二
第
1
4
粂
）

の
如
く
、
非
情
物
を
主
語
と
す
る
動
詞
に
は
付
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
砂
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
の
「
令
」
の
機
能
を
漢
語
サ
変
動
詞
表
示

の
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
問
題
の
「
令
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
は
、
客
語
・
補
語
が
動
詞
の
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
構
文
上
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
客
語
を
必
要
と
す
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
他
動
詞
の
場
合
で
あ
る
。
⑬
（
張
行
）
、
⑩
（
敦
菩
）
、
⑳
⑳
（
活
却
）
、
㊨
（
没
収
）
、
⑳
（
売



里
、
⑳
毎
七
）
J
㊥
へ
知
行
）
等
は
他
動
詞
た
る
こ
と
が
明
ら
か
な
動
詞
で
あ
る
。
実
際
に
、
没
収
、
売
買
と
い
う
動
詞
の
場
合
、

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ル

　

　

　

ヲ

＠
一
同
守
－
護
人
不
レ
申
レ
事
－
由
没
二
l
収
　
罪
科
跡
一
事
（
輝
4
条
）

ロ
ノ

㊨
一
売
急
貝
所
領
－
（
前
掲
第
4
8
粂
）

の
如
く
、
客
語
を
下
に
置
い
た
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
（
日
本
語
の
文
表
現
一
般
に
認
め
ら
れ
る
が
）
、
他
動
詞
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
客
語
が
文
脈
上
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
自
動
詞
と
他
動
詞
と

の
区
別
は
、
構
文
上
か
ら
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
の
「
令
」
が
接
続
す
る
動
詞
の
う
ち
」
⑲
（
違
乱
）
、
⑲
⑲
（
難
渋
）
、
⑲
（
壁
思
）
、
㊧
（
違
乱
）
、
⑳
（
怠
慢
）
の
如
き
動
詞
は
、
自
動
性
動

詞
か
他
動
性
動
詞
か
、
性
格
が
単
純
で
は
な
い
。
前
述
の
他
動
詞
や
、
こ
の
種
の
動
詞
に
よ
く
接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
の
「
令
」
は
動

詞
の
他
動
性
を
明
示
す
る
機
能
を
担
う
も
の
と
い
う
見
方
が
こ
こ
に
成
り
立
つ
。
漢
語
サ
変
動
詞
の
場
合
に
は
、
和
語
動
詞
の
如
く
自
動
詞
と
他

（13）

動
詞
と
を
形
態
上
か
ら
区
別
（
例
え
ば
、
モ
ド
ル
対
モ
ド
ス
）
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
で
も
問
題
の
「
令
」
の
機
能
を
辞
し
き
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
⑰
（
見
存
）
、
㊧
（
改
嫁
）
、
㊨
（
同
心
）
、
⑳
（
死
去
）

の
如
く
、
疑
い
も
な
く
自
動
詞
で
、
他
動
性
を
付
与
す
る
必
要
の
な
い
場
合
に
も
接
続
す
る
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
問
題
の
ら
令
」
の
機
能
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
表
示
、
あ
る
い
は
他
動
性
明
示
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
も
の
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
和
化
漢
文
と
い
う
表
記
体
に
お
い
て
、
結
果
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
効
果
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
「
令
」
の
本
来

の
機
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
に
客
語
を
伴
っ
た
他
動
詞
に
は
接
続
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
と
い
う
用
法
上
の
特
徴
は
重
視
す
べ
き

（14）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
構
文
の
動
詞
に
「
令
」
を
付
す
る
と
、
二
重
他
動
（
使
役
）
表
現
を
構
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
構
文
上

の
特
徴
は
問
題
の
「
令
」
が
使
役
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
事
実
で
も
あ
る
。

和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
の
一
用
法
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四
、
「
令
」
の
意
味

「
令
」
の
元
来
の
意
味
が
使
役
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
問
題
の
「
令
」
の
場
合
は
、
〝
み
ず
か
ら
を
し
て
何
々
せ
し
め
る
〟

と
で
も
言
い
換
え
得
る
の
で
あ
っ
て
、
動
作
・
行
為
の
「
さ
せ
手
」
は
同
魔
に
「
動
作
・
行
為
の
な
し
手
」
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
問
題
の
「
令
」
の
意
味
を
究
明
す
る
上
で
、
使
役
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
、
特
に
、
単
な
る
他
動
詞
と
使
役
表
現
と
の
相
違
点
の
把
握
が
重

要
で
あ
る
。

自
動
詞
・
他
動
詞
と
の
関
連
に
於
い
て
、
使
役
の
意
味
に
つ
い
て
従
来
の
認
識
を
一
層
深
め
ら
れ
た
の
は
青
木
怜
子
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
使
役

を
「
あ
る
者
が
他
者
に
対
し
て
、
他
者
自
ら
の
意
志
に
お
い
て
或
い
は
主
体
性
を
も
っ
て
、
虻
の
動
作
を
行
う
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
」
と
定
義

さ
れ
、
客
語
の
意
志
・
主
体
性
を
没
却
（
ま
た
は
無
視
）
⊥
た
一
方
胡
な
働
き
一
か
け
と
〕
て
切
動
作
し
か
表
わ
さ
な
い
と
こ
ろ
の
他
動
詞
と
は
表
現

（15）

性
が
異
な
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
使
役
と
は
「
さ
せ
手
」
の
意
志
と
「
さ
せ
ら
れ
手
＝
動
作
の
な
し
手
」
の
意
志
と
の
関
係
で

成
り
立
っ
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
諭

腰
に
述
べ
た
廉
く
、
問
題
の
．
「
令
」
は
、
人
間
の
動
作
・
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
の
み
付
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
動
作
・
行
為
は
「
動
作

の
な
し
手
」
の
意
志
あ
る
い
は
主
体
性
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
「
令
」
を
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
添
加
さ
れ

る
意
味
は
「
さ
せ
手
」
の
意
志
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
は
行
為
主
体
の
意
志
そ
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
題
の
「
令
」
は
、
あ
る
動
作
・

行
為
が
主
体
の
意
志
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
に
強
瀾
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
る
動
作
・
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
行
為
主
体
自
ら
の
意
志
・
主
体
性
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
殊
さ
ら
強
調
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

表
現
主
体
の
側
に
、
そ
の
動
作
・
行
為
に
対
し
て
特
別
の
関
心
が
あ
る
場
合
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
「
令
」
の
付
さ
れ
た
動
詞
を
、

意
味
の
上
や
b
見
る
｛
次
の
如
く
北
分
類
さ
れ
l
色

刷
表
現
主
体
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
（
不
利
な
）
行
為
を
表
わ
す
語
・
…
1
違
犯
、
違
乱
、
張
行
、
致
害
、
拐
亡
、
抑
留
、
難
渋
、
緩
怠
、
及
こ



ヲ

喧
唖
・
「
与
こ
恥
－
辱
－

回
動
詞
の
意
味
自
体
に
は
表
現
主
体
に
と
っ
て
利
・
不
利
に
関
わ
り
の
な
い
語
…
…
没
収
、
売
買
、
活
却
、
各
別
、
改
嫁
、
死
去
、
見
存
、
悔

還

ヲ

回
表
現
主
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
行
為
を
表
わ
す
語
…
…
致
二
忠
勤
一

か
ぐ
の
如
ぐ
∵
間
遍
の
「
令
」
は
、
川
の
表
現
主
体
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
よ
く
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ

1
フ

る
。
ま
た
、
遊
撃
は
「
猶
」
（
⑩
）
、
張
行
に
は
「
不
拳
参
決
こ
（
⑯
）
、
難
渋
に
は
「
此
上
」
（
⑭
）
「
猫
背
此
1
旨
」
（
⑯
）
と
い
っ
た
修
飾

語
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
の
が
せ
な
い
。
回
の
動
詞
の
意
味
自
体
に
は
表
現
主
体
に
と
っ
て
利
・
不
利
に
関
わ
り
の
な
い
場
合
に
も
、
没
収

に
は
「
《
私
儀
で
は
な
く
恩
領
を
）
盗
称
二
罪
科
之
跡
整
（
㊨
）
、
売
買
に
は
・
「
盗
」
（
㊨
）
、
措
却
に
は
「
若
背
二
制
奉
」
（
⑳
）
、
改
嫁
に
は
「
忽

シ

テ

　

　

　

　

　

　

一

忘
こ
点
心
こ
∴
㊥
）
と
い
′
っ
た
、
表
現
主
体
の
否
定
的
判
断
を
表
わ
す
修
飾
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
死
去
、
見
存
は
、
行
為
主
体
の
意

志
・
主
体
性
と
は
関
わ
り
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
の
死
去
は
、
「
先
干
父
母
」
（
⑳
）
と
こ
ろ
の
不
孝
な
業
な
の
で
あ
る
。

見
存
の
場
合
は
不
可
解
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
は
「
令
死
去
」
に
直
続
す
る
文
で
あ
っ
て
、
行
為
主
体
も
同
二
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
類
推
し
て

付
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
悔
還
の
場
合
は
、
前
述
の
如
く
異
本
に
は
「
令
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
テ
ィ

表
現
主
体
の
価
値
判
断
が
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
否
定
的
判
断
で
あ
れ
ば
禁
止
表
現
と
な
る
二
如
⊥
杜
之
礼
莫
勿
姿
ロ
T

慢
」
（
⑳
）
は
、
そ
の
例
と
解
さ
れ
る
。

再
の
、
表
現
主
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
行
為
を
表
わ
す
語
に
付
さ
れ
た
例
は
極
め
て
少
な
く
、
「
令
拳
忠
勤
一
」
（
⑳
）
が
唯
妄
あ
る
。
こ

の
場
合
は
、
主
体
的
に
な
さ
れ
る
行
為
が
、
表
現
主
体
に
と
っ
て
、
自
ら
の
行
動
規
範
に
よ
く
添
う
場
合
、
そ
の
行
為
を
大
い
に
勧
奨
す
る
気
持

か
ら
「
令
」
が
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

強
い
行
動
規
範
意
識
を
有
し
、
他
に
対
し
て
も
そ
れ
を
要
求
す
る
よ
う
な
表
現
主
体
に
と
っ
て
、
あ
る
主
体
性
に
基
く
行
為
に
対
す
る
価
値
判

断
は
、
し
ば
し
ば
否
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
於
い
て
、
殊
に
否
定
的
判
断
の
表
現
が
多
い
の
は
、
法
令
集
と
い
う
本
書
の
性
格
に
も
よ

和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
、
の
．
一
用
法
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
問
題
の
「
令
」
は
、
あ
る
主
体
の
意
志
・
主
体
性
に
基
く
行
為
が
、
表
現
主
体
の
行
動
規
範
（
法
・
道
徳
等
）
と
の
関
わ
り

に
於
い
て
強
く
意
識
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
付
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
放
任
の

意
か
ら
の
転
化
で
あ
ろ
う
が
、
放
任
は
あ
く
ま
で
も
「
行
為
の
な
し
手
」
に
対
立
す
る
「
さ
せ
手
」
が
存
在
す
る
点
で
、
こ
の
「
令
」
と
は
異
な

る
。
表
現
主
体
の
特
定
の
行
動
規
範
意
識
に
基
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
用
法
は
「
当
為
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

（16）
ろ
う
。問

題
と
し
て
き
た
「
令
」
（
「
当
為
」
の
「
令
」
）
は
、
前
述
の
如
く
、
主
と
し
て
和
化
漢
文
文
献
に
多
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
「
令
」
は
、
▼

用
い
ら
れ
る
文
献
に
偏
り
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
文
献
の
性
格
や
和
化
漢
文
と
い
う
表
記
体
と
の
深
い
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

和
化
漢
文
文
献
の
中
で
も
、
こ
の
「
令
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
文
書
に
於
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
か
る
文
献
の
文
章
は
、
送
者

と
受
者
の
支
配
・
被
支
配
の
関
係
が
明
確
に
自
覚
さ
れ
て
お
り
、
行
動
規
範
の
意
識
が
最
も
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
、
和
化
漢
文
と
い
う
表
記
体
に
於
い
て
は
、
漢
語
が
多
用
さ
れ
る
。
問
題
の
「
令
」
と
漢
語
サ
変
動
詞
と
結
び
つ
き
が
強
い
の
は
、
こ
の

漢
語
の
語
性
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
和
語
の
動
詞
の
場
合
は
、
自
動
詞
と
他
動
詞
と
の
区
別
が
形
態
上
示
さ
れ
る
語
が
少
な
く
な

い
。
ま
た
、
例
え
ば
、

一
．
．
一
一
一
一
…

あ
る
い
は
、

ふ
れ
る
行
為
。

可
瑚
引
行
為
。

○
子
供
を
う
し
な
う
。

○
子
供
を
瑚
0
割
。

と
い
っ
た
対
立
に
見
ら
れ
る
如
く
、
主
体
の
意
志
に
基
く
行
為
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
主
体
に
と
っ
て
、
責
任
を
問
わ
れ
る
行
為
か
否
か
、
と
い
・



う
区
別
を
表
現
し
分
け
得
る
の
で
あ
る
。
漢
語
サ
変
動
詞
の
場
合
は
、
か
く
の
如
き
表
現
性
が
乏
し
い
。
こ
の
漢
語
の
表
現
性
の
乏
し
さ
を
補
う

役
目
を
、
「
当
為
」
の
「
令
」
が
一
面
で
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
従
来
の
諸
説
と
の
関
わ
り
と
今
後
の
課
題

本
稿
で
対
象
と
し
た
御
成
敗
式
目
は
、
法
令
集
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
・
二
人
称
を
主
体
と
す
る
動
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
ず
、
「
令
」

の
用
法
も
幅
の
狭
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
t
、
そ
の
語
法
が
他
の
和
化
漢
文
文
献
（
古
文
書
・
記
録
資
料
）
の
そ
れ
と
基
本
的
に
相
違
す
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。
広
く
和
化
漢
文
文
献
を
見
わ
た
し
て
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
令
」
の
用
法
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
他
日

に
譲
り
、
最
後
に
、
従
来
の
諸
説
と
本
稿
で
の
結
論
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

第
一
節
で
述
べ
た
如
く
、
吾
妻
鏡
の
「
令
」
に
関
し
て
、
青
木
氏
と
松
下
氏
と
の
御
論
が
あ
る
。
用
例
①
③
の
「
令
」
に
つ
い
て
、
青
木
氏
は

①
を
謙
譲
、
③
を
尊
大
語
と
さ
れ
る
。
松
下
氏
も
、
「
令
」
が
単
独
で
謙
譲
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ス
・
サ
ス

と
の
対
比
に
於
い
て
、
シ
ム
の
み
が
な
ぜ
単
独
で
謙
譲
（
尊
大
）
を
表
わ
し
得
る
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

「
令
」
を
謙
譲
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
と
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
は
、
「
候
フ
」
に
比
し
て
、
極
め
て
慈
恵
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ

ス

ル

　

　

l

の
理
由
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
松
下
氏
は
②
に
つ
い
て
、
言
外
の
使
役
主
体
と
し
て
頼
朝
を
考
え
ら
れ
、
「
同
コ
意
　
景
親
一
」
と
い
う
こ
と
は
栽

朝
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
カ
及
ば
ぬ
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
許
可
ス
ル
」
ま
た
は
「
放
任
ス
ル
」
に
近
似
し
た
意
味
だ
と

説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
⑨
に
つ
い
て
も
使
役
主
体
を
頼
朝
と
さ
れ
、
頼
朝
に
と
っ
て
、
「
将
来
も
し
帰
洛
し
て
し
ま
え
ば
」
漑
朝
の
意
に
背
く
こ

と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
未
来
完
了
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
①
②
⑨
は
、
全
て
、
「
当
為
」
の
「
令
」
と
解
し
得
る
。
す

な
わ
ち
、
①
②
は
、
頼
朝
に
従
わ
ず
に
勝
手
に
景
親
に
与
し
た
輩
の
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
「
令
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
源
家
に
属
す
る

ト

ケ

　

　

　

ヲ

筆
者
の
批
難
・
嘲
笑
の
気
持
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
③
も
、
戦
い
に
勝
っ
て
で
は
な
く
、
「
不
遂
二
合
戦
こ
に
帰
洛
す
る
こ
と
は
、
武

士
と
し
て
は
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
と
い
う
頼
朝
の
判
断
が
「
令
」
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

和
化
漢
文
に
於
け
る
「
令
」
の
一
用
法
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謙
譲
の
シ
ム
　
（
令
）
の
用
例
と
し
て
は
、
一
人
称
を
主
体
と
す
る
動
詞
に
接
続
す
る
例
が
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
平

家
物
語
の
有
名
な
腰
越
状
に
、
次
の
如
く
シ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
r
。

○
し
か
れ
ど
も
高
慶
忽
に
純
熟
も
て
平
家
の
一
．
族
追
討
の
た
め
に
上
洛
せ
封
手
あ
ほ
せ
に
（
中
略
）
ひ
と
へ
に
貴
殿
広
大
の
慈
悲
を
仰
ぐ
。

便
宜
を
う
か
ヾ
ひ
二
両
間
に
達
せ
u
ぬ
．
（
中
略
）
書
紙
に
つ
．
く
さ
す
。
併
剣
一
省
略
一
候
軍
。
（
大
系
木
　
下
3
6
5
～
3
6
6
ペ
）

右
の
三
例
の
シ
ム
は
、
義
経
の
頼
朝
に
対
す
る
謙
譲
を
表
わ
す
も
の
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
．
こ
れ
ら
の
シ
ム
も
「
当
為
」
を
表
わ
す

も
の
と
解
し
得
る
。
一
人
称
を
主
体
と
す
る
動
詞
に
付
さ
れ
る
場
合
は
、
自
ら
（
右
例
で
は
義
経
）
　
の
行
動
規
範
意
識
に
基
い
て
、
そ
の
行
為
が
自

覚
的
な
、
責
任
行
為
た
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
人
称
を
主
体
と
す
る
動
詞
に
付
さ
れ
る
シ
ム
二
令
）
は
、
往
来
物
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
手
紙
文
で
は
自
己
と
対
者
と
の
関
係
が
強
く
意
識
さ

れ
る
。
ま
た
、
相
手
の
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
は
通
常
敬
語
表
現
が
と
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
自
己
の
行
為
を
表
わ
す
動
詞
に
「
令
」
を
付
し
′

た
表
現
に
は
、
お
の
ず
か
ら
慎
し
み
の
意
味
あ
い
が
伴
う
。
た
め
艦
、
後
に
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
説
く
如
く
、
謙
譲
を
表
わ
す
も
の
と
い
う
認
識
が

（17）

生
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
元
来
慮
、
敬
語
表
現
と
直
接
関
わ
り
の
な
か
っ
た
も
の
上
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（18）

親
鸞
の
述
作
に
多
く
見
ら
れ
る
特
殊
な
シ
ム
も
、
和
化
漢
文
文
献
に
お
け
る
「
令
」
と
無
縁
で
は
な
．
い
で
あ
ろ
う
。
三
帖
和
讃
の
文
章
は
、
人

間
の
行
為
に
つ
い
て
、
特
定
の
強
い
行
動
規
範
の
意
識
を
も
っ
て
価
値
判
断
を
下
す
と
い
う
点
で
、
法
令
と
し
て
の
御
成
敗
式
目
の
文
章
と
性
格

上
類
似
す
る
面
の
あ
る
之
と
が
特
に
興
味
を
引
か
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ム
　
（
令
）
．
．
の
用
法
も
、
相
互
に
相
通
ず
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

宇
津
保
物
語
や
大
鏡
に
も
、
注
意
す
べ
き
シ
ム
の
用
例
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
従
来
、
シ
ム
　
（
令
）
が
単
独
で
尊
敬
あ
る
い
は
謙
譲

を
表
わ
す
例
と
さ
れ
て
来
た
も
の
は
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
　
「
再
帰
的
助
動
詞
『
し
心
』
－
シ
ン
ラ
フ
研
究
の
つ
い
て
－
」
（
「
語
文
」
第
1
7
韓
、
偏
和
三
十
一
年
七
月
）

（
2
）
　
「
三
帖
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
用
法
」
（
「
女
子
大
国
文
」
3
号
、
昭
和
四
十
年
五
月
）



へ

3

）

（

4

）

（

5

）

（

6

）

（

7

）

（

8

）

（

9

）

（

1

0

）

（

1

1

）

（

1

2

）

「
中
世
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
一
用
法
」
（
「
大
谷
学
報
」
4
4
－
4
、
和
四
十
三
年
三
月
）

「
助
動
詞
シ
ム
の
特
殊
用
法
」
（
講
座
平
家
物
語
五
、
「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
5
巻
1
号
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
）

「
平
家
物
語
に
お
け
る
助
動
詞
『
し
む
』
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
」
（
松
村
博
司
教
授
退
官
記
念
『
国
語
国
文
学
論
集
』
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
）

「
吾
妻
鏡
に
見
え
る
謙
譲
の
『
令
（
シ
ム
）
』
」
（
「
青
山
女
子
短
大
紀
要
」
1
8
韓
、
昭
和
三
十
九
年
）

「
吾
妻
鏡
に
お
け
る
『
令
（
シ
ム
）
』
の
考
察
－
漢
文
和
化
の
道
を
た
ず
ね
て
ー
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
、
昭
和
五
十
年
五
月
）

本
稿
は
、
古
典
保
存
会
覆
製
本
（
山
田
孝
雄
解
説
）
に
よ
る
。

『
中
世
法
制
史
料
集
』
別
巻
所
載
の
初
刻
本
文
に
よ
る
。

『
中
世
法
制
史
料
集
』
算
一
巻
所
載
の
「
校
本
御
成
敗
式
目
」
に
よ
る
。

コ
ノ

○
或
付
二
奉
行
人
義
於
二
庭
中
t
可
レ
剣
レ
申
之
二
第
3
0
条
）

漢
語
か
和
語
か
は
、
本
書
に
付
さ
れ
て
い
る
音
合
符
（
違
乱
、
難
渋
、
活
却
、
没
収
、
改
嫁
、
抑
留
、
知
行
、
怠
慢
は
前
掲
例
に
、
致
害
、
売
買
は
他
の

箇
所
で
音
合
符
が
付
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
、
更
に
は
、
「
御
成
敗
式
目
仮
名
抄
」
（
『
中
世
法
制
史
料
集
』
竺
巻
所
載
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

（13）

（17）

る
。以

上
に
述
べ
た
主
旨
か
ら
、
か
つ
て
本
稿
の
筆
者
は
、
御
成
敗
式
目
に
お
け
る
「
令
」
の
特
殊
用
法
を
「
能
動
性
明
示
」
の
用
法
と
説
い
た
こ
と
が
あ
る

（
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
大
会
《
砲
和
四
十
八
年
十
二
月
）
発
表
。
そ
の
要
旨
は
「
国
語
学
」
9
6
特
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
重
見
一
行
氏
は
、
右
の
拙
論
に

通
じ
る
考
え
方
を
示
さ
れ
（
但
し
、
氏
は
「
動
詞
性
付
与
」
と
い
う
語
を
用
い
て
お
ら
れ
る
）
、
和
化
漢
文
文
献
か
ら
多
く
の
用
例
を
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
親
鸞
の
シ
ム
と
和
化
漢
文
文
献
に
見
ら
れ
る
右
の
如
き
「
令
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
の
シ
ム
は
「
動
詞
性
付
与
」
の
た
め
で
は
な
く
、
荘

重
二
1
事
と
い
っ
た
待
遇
表
現
的
効
果
を
与
え
ん
と
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
「
親
鸞
の
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
用
法
－
鎌
倉
期
和
化
摸
文
中

の
『
令
』
に
関
す
る
試
論
1
－
」
（
「
国
語
国
文
」
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
）
。

時
枝
誠
記
『
日
本
文
法
口
語
篇
』
『
同
文
語
篇
』

「
使
役
－
1
日
助
成
・
他
動
詞
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
1
」
（
「
成
瑛
国
文
」
算
哲
写
、
昭
和
五
十
二
年
）

・
・
ス
・
サ
ス
に
も
一
般
の
使
役
表
現
上
は
異
な
る
用
法
が
あ
る
。
軍
記
物
語
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
味
方
の
手
負
を
「
射
刊
叫
タ
」
と
表
現
す
る
類
で
あ

る
。
・
山
内
洋
一
郎
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
受
∵
サ
ス
に
つ
い
て
、
あ
る
主
体
が
、
そ
の
身
体
の
一
部
（
こ
れ
に
準
ず
る
鳥
な
ど
）
や
、
責
任
の
あ
る
、
或
い
は

そ
れ
を
共
有
す
る
身
近
な
人
に
つ
い
て
、
被
害
を
受
け
、
或
い
は
受
け
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
客
観
的
で
な
く
自
分
と
の
関
連
で
強
く
意
識
す
る
と
き
に
用

い
ら
れ
名
こ
と
説
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
用
法
の
ス
・
サ
ス
を
「
所
為
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
（
「
奈
良
教
育
大
学
国
文
研
究
と
教
育
」
昭
和
五
十
二
年
）
。

Q
u
意
琵
i
m
e
（
啓
上
せ
し
め
）
、
Q
阜
琶
1
m
e
（
啓
せ
し
め
）
、
M
詳
説
眉
e
（
叩
き
し
め
）
等
に
つ
い
て
、
「
鄭
重
と
崇
敬
の
心
持
を
示
し
て
書
状

和
化
漢
文
に
於
ガ
る
「
令
」
あ
一
滴
法



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

で
使
は
れ
る
言
ひ
方
で
あ
る
。
書
き
こ
と
ば
に
使
は
れ
る
」
と
説
く
（
『
日
本
犬
文
典
』
土
井
博
士
訳
本
五
七
九
～
五
八
〇
頁
）
。

（
空
親
鸞
の
特
殊
な
シ
ム
を
「
再
帰
的
用
法
」
と
説
か
れ
た
榎
氏
は
、
類
例
を
、
金
光
明
最
勝
王
経
盲
点
、
数
行
信
託
、
吾
妻
鏡
、
正
法
眼
蔵
等
か
ら
広
く
示

さ
れ
て
い
る
（
注
1
論
文
）
。
ち
な
み
に
、
「
再
帰
的
用
法
」
の
シ
ム
の
発
生
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
自
他
の
区
別
の
不
分
明
と
混
同
と
い
う
一
般
傾
向
が
、

す
な
わ
ち
、
自
己
の
行
為
を
他
者
使
役
の
か
た
ち
で
表
現
す
る
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
な
い
よ
う
な
言
い
方
を
発
生
さ
せ
た
と
説
か
れ
た
点
は
従
え
な
い
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
五
十
六
年
八
月
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
卸

指
導
を
腸
l

っ
た
藤
原
与
一
先
生
・
小
林
芳
規
先
生
・
柳
田
征
司
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。




